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Hideto Fujii 
東京から金沢聞を結ぶ北陸新幹線が、 2015(平成27)年3月14日に開業した。その結果、首都圏や
北陸圏から、新潟県糸魚川市にある糸魚川ジオパークを観光するならば、大別して北陸新幹線と私的
交通(1)という 2つの選択肢が想定できる O 北陸新幹線を利用する場合、糸魚川駅を下車後、パスやタ
ホ商学部教授
(1) 私的交通とは、「排他的支配なる交通手段でもって、私的管理下に自らの交通需要を充足する交通形態」を意味する(生
田保夫『改訂版交通学の視点』流通経済大学出版会、 2004年、 90頁)。自家用自動車が私的交通の代表例である。
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クシ一、レンタカーなどといった2次交通で到着できる。一方、私的交通ならば、出発地から目的地
まで乗り換えなしで行ける。どちらの交通機関を選択するかは、観光者の時間価値や金銭価値のよう
な価値観、観光情報を含む社会環境によっても異なるであろう (2)。
そうした観光者の交通機関の選択においては、鉄道駅の結節機能点としての働きも勘案する必要が
ある。例えば、北陸新幹娘の糸魚川駅やその周辺には、ローカル線の駅、バス停、タクシー乗り場、
国道や高速道路のIC、観光案内施設や商業施設、宿泊施設などが集まっている。そのため糸魚川駅に
は、観光者の需要に応じた基本的な要素が備わっているといえる。なお、結節機能点には街や都市を
生成・発展させていく働きがある点も看過できない(3)。こうした糸魚川駅の結節機能点としての特徴
に加えて、糸魚川ジオパークという観光地をも糸魚川駅との連関で捉えるならば、北陸新幹線の糸魚
川駅は交流人口の拡大に寄与できる要素をもっている。
一方、北陸新幹線は首都圏と地方都市との空間的統一や空間の同質化を促進する。北陸新幹線は、
その停車駅や通路を同一の基準で設計しているため、その力が沿線に波及していくからである。そう
した同質的な力が作用する空間は抽象的援聞であるため、都市開発や観光開発などにおいて、地方都
市の民間企業と比べて資本規模の大きい大都市の民間企業に投資の機会を与える可能性をもたらす。
空間は全体的だが、商品として断片化される余地を残しているからである。したがって、北陸新幹線
の制度設計の根底にある全体的で戦略的な抽象的空間が、地域住民の活動領域である日常の生活空間
を凌駕することもありうる伸。こうした事態を回避するため、すなわち糸魚川市の地域住民の日常生
活を維持するため、以下において糸魚川ジオパーク協議会という地域開発の主体の視点から地域経済
を内発的に発展させていく際の留意点を検討していくへ
n.糸魚川ジオパークの意義と特徴
1.ジオパークとジオツーリズム
まず、ジ、オパークに世界的な関心がょせられた経緯について概観しておきたい。これは、 1992
(平成4)年6月にブラジルのリオ・デ・ジャネイロで180ヵ国が参加して開催された国連環境開発
会議(地球サミット)において、地質遺産や地質学的な多様性を保護・保全するジオパーク構想が採
択されたことにまで遡れる。その後、 2001(平成13)年6月になると、地質学的に意義のある地域や
自然公園を普及させるため、そうした努力を行なう加盟国に対して国際連合教育科学文化機関 (UN・
(2) 拙著『現代の観光事業論』税務経理協会、 2014年、 43-44頁を参照されたい。
(3) 拙著『現代交通論の系譜と構造J税務経理協会、 2012年、 41-42頁。
(4) Lefebvre， H.， Lαproduction de l'espαce (4・edition)，Paris: Anthropos， 2000， pp.46・57(斎藤日出治邦訳『空間の生
産J青木容居、 2000年、 80-92頁). 
(5) 糸魚川ジオパークに関しでは、地学や地理学などの領域で既に研究が行なわれている。だが、高速交通鉄道や内発
的発展という視角から、糸魚川ジオパークを社会経済学的に認識した研究は管見の限りない。そこで、本稿では糸魚川
ジオパークを北陸新幹線の延伸という視点に加えて、内発的発展を担う地域主体、すなわち糸魚川ジオパーク協議会の
展開、意義と課題、その解決策について実証的に考察し、既存研究の補完を試みた。
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ESCO)が支援を開始した。翌年8月には、 100ヵ国を超える国家元首などがヨハネスブルク参集し、
そこで開催された持続可能な開発に関する世界肯脳会議でジオパーク構想が再確認された。そのうえ
で、 2004(平成16)年2月には、世界ジオパークネットワーク (GlobalGeoparks Network: GGN) 
がUNESCOの支援を受けて創設されている(6)。ジオパーク普及に向けた世界的な制度化の始まりであ
る。翻って日本をみると、同年4月に中国の北京で開催された、第l回のGGN国際会議を契機とし
て、ジオパークに対する取り組みが検討され始めている。
約4年後の2008(平成20)年5月に開催された第1回日本ジオパーク委員会(Japan Geopark Com-
mIttee: JGC)ので示されたジオパークの定義は次のようである。すなわち、①地域の歴史や地質現象
がよくわかる地質遺産を多数合むだけでなく、考古学的・生態学的もしくは文化的な価値のあるサイ
トも含む、明瞭に境界を定められた地域であること、②公的機関・地域社会ならびに民間団体による
しっかりとした運営組織と運営・財政計画をもつこと、③ジオツーリズムなどを通じて、地域の持続
可能な社会・経済発展を育成すること、④博物館、自然観察路、ガイド付きツアーなどにより、地球
科学や環境問題に関する教育・普及活動を行なうこと、⑤それぞれの地域の伝統と法に基づき、地質
遺産を確実に保護すること、⑥世界的ネットワークの一員として、相互に情報交換を行ない、会議に
参加し、ネットワークを積板的に活性化させること、以上6点が挙げられている的。
つまり、ジオパークは、教育や科学、ツーリズムといった目的のために保護、評価される顕著な地
質学的な特徴や現象そもつだけでなく、地域経済の発展や地域振興の機会をもたらす。回定公園、国
立公園、歴史公園や自然公園と比べて、ジオパークは地域社会の生活や文化とのつながりが深いから
である。また、ジオパークの多くは地方にあるため、ジオパークやジオツーリズムは地域文化の継承
や地域発展にとって好機となりうる。地方にジオパークを設置することは、ジオパークが雇用の受け
皿となり、失業率や他地域への移住を減らすための戦略になりうるからである。なお、ジオツーリズ
ムとは、地質と景観に注目した自然地域ツーリズムのー形態であり、地質学的遺産・景観についての
教育、解釈や保護、観光者施設、地域経済の発展などのようなジオパークと密接に関連する要素を含
むものである(9)。
例えば、後述する新潟県の糸魚川ジオパーク協議会は、地域社会におけるジオツーリズム、つまり
同地域に特有な地質学的遺産や景観に関する教育や保護活動、新規雇用の創出を通じて地域経済を改
善しようとしている(10)。換言すれば、糸魚川ジオパーク協議会は自然資源の保護や地域経済の繁栄に
つながる活動へ積極的に取り組んでいる。その際、ジオパークを運営している糸魚川市は地域住民に
よるジ、オパークでの諸活動を支援している。糸魚川市の地域住民が、行政やほかの地域の人々よりも
(6) http::l/www.europeangeoparks.orgl?page_id=633 (2015年8月20日取得) • 
(7) 2008(平成20)年5月に第1問委員会が開催され、現夜に奈る。ジオパークの評価、GGN加段候補の推薦、日本ジオパー
クの決定を行なう組織である。
(8) http://jgc.geopark.jp/whatsgeoparklindex.html (2015年9月20日取得) • 
(9) Farsani， N.T.， etα1.， Geoparks & Geotourism: newαIpproαches to sustainαbility for the 21" century， Boca Raton: 
Brown Walker Press， 2012， pp.14・26，p.163. 
(10) 具体的な活動内容は、糸魚川ジオパーク協議会『平成27年度 総会資料J2015年4月に詳しい。
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当該ジオパークについての情報を多くもっているからである。
こうした取り組みは地元の知的財産を有効に活用できるだけでなく、ジ、オパーク地域内で生活して
いる住民に、正規や非正規の雇用をも創出する。ジオサイトを解説するため、地域住民が中心となっ
て組織化された観光ガイド制度は、そうした事例の一部である。観光ガイドはジオパークにおける景
観や環境の保全にも寄与する。つまり、観光ガイドはジオパークにおける社会経済的な発展と自然環
境の保全との聞に好循環を生んでいる。さらに、ジオパーク内に構築された職務上のネットワークを
通じて、各種事業者、図書館、博物館、学習施設、宿泊施設、飲食施設、旅行会社、 NGO職員などと
の聞における情報の共有化にも観光ガイドは寄与している(11)。
次に、ジオパークを有する地域社会における社会経済的な発展、特に観光消費による経済波及効果
をみてみよう。そのためには、ジ、オパークの適正規模が必要となる。ジオパークとその周辺の地域
における観光消費額を増大させるために、観光者がそこに数日間滞在すること、あるいは複数回にわ
たって訪れることが必要とされるからである。例えば、糸魚川ジオパークはすべてのジオサイトを巡
るために数日間を要することから、そうした目的に合致した安当な規模をもっジオパークといえる。
なお、世界ジオパークネットワーク (GGN)によると、ジオパークには明確に決められた区画とその
面積が十分にあり、特にツーリズムを通じて地域経済や文化の発展に役立つことができることが求め
られている。ただし、具体的な規模については明記されていない(12)。
さて、ジオパークは単に自然遺産を保護する機能を発撮するにとどまらず、地域社会の文化を継承
する点で、また広範な文化活動の場を提供する点でも重要な役割を果たす。つまり、次なる戦略とし
て、ジオパークには地域社会の伝統文化を復活・継承することが求められる。そこで地域文化を持続
的に継承、発展できるように、ジオパークの関係者には地域文化を基軸とするイベントや体験学習を
含むジオツーリズムの実施が課されることになる。そこでは、実施主体と参加者の双方が地域文化を
楽しみながら学べる可能性が残されているからである。
広範な文化活動の一環として、ジオパークは学術・研究、教育や学習に対する枠組み、動機づけに
も役立つ。その際、ジオサイト、博物館、インフォメーション・センター、小道散策、ガイド付きツ
アー、学校の校外学習、大衆文学、地図、教材、セミナー、コンファレンスなどが活用できる。それ
ゆえ、学習プログラムもジオパークにおける戦略に位置づけられる。ジオパークは、来訪者へ地質学
に関する知識や環境についての概念を効率的に伝えられるからである。特に、小・中学生は将来を担
う点で、また学校と家庭とをつなぐ点でジオパークにおける学習内容を社会に還元できる(13)。
さらに、ジオパークは革新的な戦略を通じて、観光者に地域社会の伝統技術を披露できる。ジオ
パークやジオツーリズムを別の視点から認識することによって、新しい製品や商品(ジオ製品、レス
(1) Farsani， N.T.， etαl.， op.cit.， p.163. 
(12) Global Geoparks Network， Guidelines αnd Criteriαfor Nationαl Geopαrks seeking UNESCO'sαssistαnce tojoin 
the Global Geoparks Networks(GGN)， 2014， p.3. 
(13) こうした観点から、糸魚川ジオパー ク協議会は学生向け体験学習旅行の誘致やその受け入れ体制の整備・強化を実
施している。また、ジオパ}クに関する学術研究も糸魚川ジオパー クは事業化している。そうすることで、大学や調
査機関との科学的調査の深化や協力関係が構築できるからである(前掲『平成27年度総会資料j2-4頁)。
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トランのジオ・メニューなど)、新しい仕事(ジオツアー、ジオ・レストラン、ジオ・ベーカリー、
地元のホテルなど)、そして新しいレクリエーション活動(ジオ・スポーツ、ジオパーク博物館な
ど)を地域住民や観光者のために創りだせるからである帥。観光者に地元の技術を伝えるだけでな
く、地質学についての知識を増やすことにも貢献するからである(!町。例えば、ジオパークの地質学的
特性を活かしたジオ製品の作成・販売が挙げられる問。
このようにジオパークとジオツーリズムの発展は、その地域における自然、社会や文化を持続可能
にしていく可能性を秘めている。その基軸にジオパークがもっ文化を据えるならば、それがジオツー
リズムと一体化して地域開発の手段となるからである。ジオツーリズムには当該地域への経済波及効
果が期待できるからである。ただし、新たに登場したニッチなツーリズムとしてのジオツーリズムは
まだ萌芽期にある。そのため、これからの商業的な展開による成長期への移行が課題として残ってい
る。まずは、国際的なジオツーリストをできるだけ取り込むこと、続いて、それ以外の観光者を引き
付けていくことが今後の課題として欠かせない問。
2.糸魚川ジオパークとその文化的価値
糸魚川ジオパーク(新潟県糸魚川市)は、 2009(平成21)年8月に洞爺湖有珠山・島原半島ととも
にわが国で初めて世界ジオパークに認定された日8)。糸魚川市は新潟県最西端に位置し、富山県、長野
県、日本海に面している都市である。現在の糸魚川市は、市町村の自主的合併を促した平成の大合併
の一環として、 2005(平成17)年3月に旧糸魚川市、旧青梅町、旧能生町が1つになって誕生した。
糸魚川ジオパークは現在の糸魚川市の行政区とおおむね一致している点を付記しておく。
糸魚川ジオパークでは、誕生が今から約5億年前にまで遡るとされるヒスイをはじめ、約3千年前
に地殻変動でできたとされる焼山といった、年代差の大きい地質、標高差のある地形 (0m-2，766 
m)、そうした自然条件に応じたさまざまな動植物相や生態系が観察できる。さらに、地質や地形、
動植物や生態系に加えて、その地域に生活する人々の歴史、伝統や文化が体験できる。例えば、ヒス
イ文化(19)やフオツサマグナ(20)の西側の境目にある糸魚川一静岡構造線に沿った埴の道(21)などが挙げら
(14) Farsani， N.T.， etα1.， op.cit.， p.165. 
(15) Ibid.， p.164. 
(16) 糸魚川市では、糸魚川世界ジオパークの石、糸魚川ジオパークのマスコットが描かれた缶バッジ、マスコット・キャ
ラクターシールという戦略が採用されている。地域社会の文化や民族に関する品々を展示した博物館であるフォッサ
マグナミュージアムも地質学に関する知識の普及に役立つている(前掲「平成27年度 総会資料.11頁)。
(17) Farsani， N.T.， etαI.，op.ciι， p.165. 
(18) その後、わが国では2010(平成22)年10月には山除海岸、 2011年9月には室戸、 2013年9月には隠岐、 2014
年9月には阿蘇がそれぞれ世界ジオパークに認定されている。
(19) ヒスイ文化とは、ヒスイを加工し、何らかの観念的・呪術的な意味を付与させたうえで、日常生活で使用すること
を意味する。わが国でヒスイが利用されるようになったのは、約 7，000年前の縄文時代前期とされている。だが、奈
良時代以降になると、ヒスイは利用きれなくなった。その原因は未解明となっている。
(20) フォッサマグナ (FossaMagma)はドイツの地質学者H.E.ナウマン (HeinrichEdmund Naumann)によって、
1886 (明治 19)年に名づけられた。
(21) わが国には、複数の塩の道があったが、ここでは糸魚川から松本へ塩を運んだ街道を指す(宮本常一『塩の道』講談社、
1985年、 55頁)。
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れる。
そこで、ヒスイ文化と塩の遣を概観しておきたい。まず、わが国におけるヒスイ文化の存在は、
1938 (昭和38)年8月に現在の糸魚川ジオパークに相当する小滝川の中流川底で、わが国で初めてヒ
スイが確認されたことにまで辿れる。これは、 1939(昭和14)年6月から7月にかけての現地調査の
際に、東北大学理学部岩鉱教室の副手で、あった河野義礼博士によって小滝川で発見された緑色の鉱物
が、化学分析をした結果、ヒスイであると判明したことに始まる。この発見の意義は、それまで日本
圏内からは産出しないとされていたヒスイが、またそれにもかかわらず日本各地の遺跡から発掘され
ていたヒスイが、糸魚川の小滝川で発見されたということにある(22)。日本のヒスイ文化を支えるヒス
イの産出場所は圏内にあったのである問。
なお、世界にはヒスイを装飾や彫刻などに使用したヒスイ文化圏が2つある。 1つは縄文時代前期
から古墳時代にわたる古代日本のヒスイ文化圏で、もう lつはメソアメリカ地域(24)のヒスイ文化圏で
ある。ただし、生命を表す緑色の石(水)に対する信仰が共通する以外、相互の関係性はなく、それ
ぞれ独立に発展してきた文化圏とされる(25)。前者に包摂されるヒスイ文化の原点は、小滝川ヒスイ峡
ジオサイトとして現在では公開されている(26)。
次に、塩の道をみてみよう。そこには古の街道史という文化が存在する。塩の道は糸魚川と信州・
松本をつなぐ道であることから、糸魚川の側では松本街道、千国街道、大町街道など、松本の側では
糸魚川街道と、同じ道がさまざまに呼ばれている。糸魚川から信州へは塩や海産物が、信州から糸魚
)1へはタバコ、大豆、綿、紙などが運搬されていた(2η。糸魚川から松本へ運ばれる塩は、相良(28)から
松本へ運ばれる南塩に対して、北塩と呼ばれていた。
北塩については、戦国時代に川中島で武田信玄と上杉謙信が5回にわたって合戦を演じた時に、駿
州の今JIと相州の北保両氏は、甲州の武田勢を摘め手から謀るため、食塩の道(南塩)を絶った。そ
の際、 「武田には何にても不足なかりしが、壱つの不足は、四方敵に取囲、海辺知たまはず、塩味の
み御こまり、信州国中之民百姓、可レ及ニ渇命一之由、追々城代より願出、無ニ余義一信玄公より越後謙
信公江御頼被レ成候に付、謙信公は理非正道之大将にて、合戦は格別、たとへ敵固なりとも、国民之
難渋見捨がたく、早速御許容被ニ成下一、塩御送可レ被レ成御契約なりし」として信州の民百姓に、進
んで浜塩(糸魚川の塩)を取りにくるように命じたと義塩に関連させる記述もある酬。つまり、塩の
道は戦国時代の武将であった上杉謙信が、領国の塩不足に苦しんでいた敵将の武田信玄に塩を送らせ
(2) 詳しくは、河野義礼「本邦に於ける毅翠の新産出及び其化学性質H岩石綴物銭床学』第22巻第5号、1939年11月、
195-201頁を参照きれたい。
(23) フオツサマグナミュージアム『よくわかる 糸魚川の大地のなりたち』糸魚川市教育委員会、 2014q:.， 45・70頁。
(24) メソアメリカ地域とは、メキシコ南部、ベリーズ、グアテマラ、ホンジユラス、コスタリカを指す。
(25) 茅原一也 f改訂3版 ヒスイ文化を読む』新潟日報事業社出版部、 1994年、 43・49頁。
(26) 小滝川ヒスイ峡は、小滝川獲主産地として、 1956(昭和 31)年8月に国の天然記念物に指定されている。
(2η 前掲『よくわかる 糸魚川の大地のなりたちj21賞。
(28) 現在の静岡県牧之原市相良のこと。
(29) r信州問屋由来記鑑」今泉鐸次郎・今泉省三・真水i享編『越佐叢書(第9巻)j野島出版、 1976年、 6頁。「信州問
屋由来記鑑」は、主に信州へ向けた海産物を扱うために高田藩が指定した問屋(信州問屋)のl人であった町沢氏が、
1795 (寛政7)年に著したとされる。
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た道である。こうした上杉謙信の行動は、 「敵に塩を送る」という故事として有名でもある13的。糸魚
川ジオパークにおいて塩の道は、糸魚川ト静岡構造線・塩の道ジオサイトとして山口関所跡と塩の道
資料館を象徴にしながら、その文化的価値を保存・公開している。
最後に、糸魚川ジオパークの基礎をなす、フォッサマグナと全長約250kmの糸魚川・静岡構造線を
確認しておこう Olio ラテン語で大きな構を意味するフォッサマグナは、目で外から確認できる地形的
な溝ではなく、地層や岩石を分析してわかる地質的な溝である。フォッサマグナは日本列島の誕生
時に形成されたもので、そこに地層や岩石が堆積して現在のような地形になったとされる。ただし、
フォッサマグナの成因についてはいくつかの説があり、現在でも未解明の問題がある問。このフオツ
ザマグナの西側の境目が、糸魚川ー静岡構造線、すなわち日本列島を東西に分けている大きな断層で
ある。糸魚川・静岡構造線は糸魚川ジオパークの中心部を貫く場所を通っている問。糸魚川ジオパー
ク内のジオサイトについては、図表1・2を参照されたい。
(30) ただし、上杉謙信が信州に塩を送らなくても、すでに越後から信州へ塩が売られていたため、上杉謙信が塩を途中
の関所で止めない限り、塩は信州で流通しているのは当然だとする説もある。
(31) 糸魚川・静岡構造線は、東北大学理学部教授であった矢部長克氏が糸魚川一静岡地溝線として 1918(大正7)年
に命名したことにまで遡れる。
(32) 詳しくは、山下昇編「フォッサマグナ』東海大学出版会、 1995年、第10章を参照されたい。
(3) フォッサマグナ周辺には多くの温泉が湧き出ている。フォッサマグナに沿って点在する火山が温泉の熱源となって
いるからである。だが、地下に残っているマグマが熱源と考えられる糸魚川温泉のように、火山が近くにない温泉の
事例もある(前掲『よくわかる 糸魚川の大地のなりたち.11・6頁、 20貰)。
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図表2 糸魚川ジオパーク24ヵ所のジオサイト
No. ジオサイト名 テーマ
1 市振 松尾芭蕉も一旬詠んだ旧北陸道の宿場まち
2 親不知 東西文化の境目となった北アルプスの出発点
3 青海海岸 海岸に広がる石ころの種類は日本一?
4 青海川ヒスイ峡 巨大なヒスイ原石と新鉱物発見の地
5 今井 西回りの塩の道と豪快な不動滝
6 糸静線・塩の道(北部) 目の前で見られる日本列島の東西の境目
7 マイコミ平 石灰岩が作ったカルスト地形の秘境
8 橋立金山 江戸時代から明治時代にかけて栄えた金山
9 小滝川ヒスイ峡 ヒスイのふるさとと明星山の大岸壁
10 栂海新道 日本海とアルプスをつなぐ奇跡の手作り登山道
11 姫川渓在(大糸線) ローカル線で出かける 1時間のジオパークの旅
12 糸静線・塩の道(南部) 越後と信濃の物流と文化を結んだ古の道
13 姫川渓谷 もろい地形に深い谷を刻んだ急流
14 蓮華 絶景の露天風自がある中部山岳国立公園の入り口
15 糸魚川海岸 糸魚川ジオパーク巡りの出発地とまち歩き
16 美山公園・博物館 糸魚川ジオパークの拠点、と世界最古のヒスイ文化
17 月不見の池 地すべりがもたらした奇石の奇跡
18 海谷i芙谷 名作映画のロケ地は越後の上高地
19 雨飾山 百名山の著者が恋をした猫の耳をもった山
20 焼山 3.00歳の若い火山と火山防災
21 弁天岩 人と文化と歴史と海が交流するスポット
22 神道山 奴奈川姫神話と里山の自然とくらし
23 権現岳 自然の厳しさと恵みをもたらす山
24 筒石 .ift徳合 美しい地層、漁村の家並み
(出所)エム・コミュニケー ション編『第4版 糸魚川ジオパークのことがわかる本』糸魚川ジオパーク協議会、
2014年、 65-66貰。
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m.糸魚川ジオパークの誕生経緯と地域開発の主体
1 .糸魚川ジオパークの誕生と世界ジオパーク認定
糸魚川市は1987(昭和62)年10月に『フォッサマグナと地域開発構想Jl(34)を策定し、観光文化都市
を創造する一環として、フォサマグナなどを活用した学術的研究と観光を基軸とする地域開発を構想
した。同構想によると、 「フォッサマグナの学術的解明及びフォッサマグナに関する文献、情報の収
集と施設整備に努めるとともに、地域のもつ豊かな自然系、人文系資源を有機的に結びつけ、専門
家、学生さらには一般観光客が知的・文化的体験学習のできる地球探訪の場を提供し、ピジターが長
期滞在のできる受け入れ体制と観光レクリエーション等関連施設の整備、フォッサマグナ・ヒスイに
関するイベントの開催等により地域の活性化を図ること」が目的とされていた問。
学術的研究としては、ミュージアムまたはビジターセンターの建設、シンポジウムの開催が挙げら
れている。一方、観光を軸とする地域開発として、パークゾーンの整備、巡検コースの設定と整備、
観光物産センター・靖翠闇・玉翠園の連関、ルート設定・アクセス道路と駐車場の整備、関連施設の
整備、そしてイベント開催などが計画されていた(36)。ここから、糸魚川市はフオツサマグナと学術・
文化・観光を関連させ、個性的なまちづくりを目標としていたといえる問。それは世界ジオパークの
理念を先取りしていたと後年になって評価されてもいる問。
1989 (平成元)年11月になると、中央博物館と野外博物館の設立構想、が『糸魚川市立博物館構想J
において明らかにされた(39)。糸魚川市立博物館を設立する目的には、フォッサマグナという世界に類
例のない独特な地質構造と、その西側にある糸魚川一静岡構造線に位置する「糸魚川市の自然、特に
その地学的諸現象とそれを基盤とする生物学的諸現象に関する研究を援助促進し、その成果を普及、
活用し、もって糸魚川市民および一般人士の知的要求ならぴに生活上の必要に応えること」が掲げら
れていた側。
来訪者に糸魚川のヒスイ文化を学習する機会を提供する糸魚川市立博物館の施設・整備などについ
ては、中央博物館の建設と野外博物館の整備が盛り込まれている。中央博物館は糸魚川市の市街地ま
(34) rフォッサマグナと地域開発構想Jの骨子は、1.趣旨、 2.構想の位置づけ、 3.フオツサマグナの概要、 4.地域資源
の特性と分布、 5.開発獲備の体系と方向、 6.実施計画で構成されている。
(35) 糸魚川市『フォッサマグナと地域開発構想j1987年10月、 1頁。
(36) 向上、 34.37頁。
(37) その原点は、 1980年代中葉に発表された糸魚川市の丘陵地開発にまで遡れる。そこでは観光開発を中心にした施
設の導入(観光・スポーツ・文化・宿泊施設)と土地利用の構想(市街地は宿泊施設ゾーン、市の北側は観光・スポー
ツ・文化施設)が考えられていた(糸魚川市『糸魚川市E陵地開発利用構想.i1984年、51司52頁)。当時の糸魚川市長・
大久保敏氏は、「当市の主な観光レクリエーションの拠点といたしましでは、長期的展望ではありますが、(市の北側
にある…引用者)美山周辺の丘陵地に大規模なレクリエーション、スポーツ、文化施設を整備し、各種イベントや大
会の開催誘致を行い、若者に魅力ある工場や体験型の活性化、観光地化をめざして」いると市議会で述べていた(糸
魚川市議会 WB!1和田年度第3回糸魚川市議会定例会会議録第 1号.i1984 (昭和 59)年6月15日、 32頁)。
(38) 糸魚川市産業部交流観光謀ジオパーク推進室『糸魚川世界ジオパークの取り組みについて.i2015年、 7頁。
(39) r糸魚川市立博物館構想Jの骨子は、1.糸魚川市立博物館構想(設立の目的、活動の重点、事業、組織と運営、施設・
設備等、主要な展示物)、 2.糸魚川市立博物館設立準備委員会と設立準備室、 3.糸魚川市立博物館構想のための資料、
4.糸魚川市立博物館構想、および設立準備委員会と設立準備室についての解説で構成されている。
(40) 山下昇『糸魚川市立博物館構想J1989年11月、 1頁。
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たはその近くへの立地を想定していた。その建物内部の構造には展示・教育関係と研究・保管関係に
主なスペースを配分する考えが反映されているQ 一方、野外博物館は位置に関しては未定とされてい
た。ただし、位置決定に際して、地学関係(東部地域、西部地域などの固有の地学的特徴をもっ場
所)、生物関係、野外見学ルートを考慮するべきと明記されている(41)。
これを受けて、 1990(平成2)年11月には、糸魚川一静岡構造線の一部の断層を人工的に掘り起こ
した、断層露頭を見学する野外博物館の場所としてフォッサマグナパークが完成し、翌年夏ごろにそ
れは学芸員の宮島宏氏と竹之内耕氏によって、ジオパークと命名された(4却。フォッサマグナパークは
糸魚川市中心から約 9km、国道148号線を南下した、姫川支流の根知川北岸というフォッサマグナ
ミュージアムから離れた場所に設置され、フォッサマグナミュージアム(糸魚川ジオパークの拠点博
物館)の野外展示場と位置づけられた。 1994(平成6)年4月になると、構想段階の中央博物館に相
当するフォッサマグナミュージアムも開館している。
その後、 2002(平成14)年3月に、糸魚川市はヒスイに関する研究成果の集約と研究課題の解明の
ため、総合研究機関としてヒスイ文化研究所を設立した。特記事項として、ヒスイ文化研究所と糸魚
川市が、ヒスイ文化フォーラムを2003(平成15)年、 2005(平成17)年、 2007(平成19)年に開催し
た点を指摘できる。それらは国内の遺跡から出土したヒスイ製品の起源や流通過程を考察した成果を
全国へ発信する試みであった{倒。そこには、糸魚川の象徴としてヒスイ文化を位置づけ、観光者を誘
引しようとする、ジオツーリズムの意図がうかがえる。
こうした活動の蓄積を踏まえて、 2007(平成19)年9月になると、糸魚川ジオパークが世界ジオ
パークに認定されることを目標に糸魚川市は活動を始めた。岡市はジオパークを目指す圏内の13地域
から構成される日本ジオパーク連絡協議会を同年12月に設立し、糸魚川市長を会長に揖えたのであ
る。事務局は地質学・地球科学の啓蒙・普及を行なう、 NPO法人地質情報整備・活用機構 (GUPI)
内におかれた。 2008(平成20)年5月には、囲内のジオパーク認定機関として、大学、学会、関連団
体の専門家11名によって組識された日本ジオパーク委員会(JapanGeopark Committee: JGC)が発
足している幽。
JGCが2008(平成20)年10月に認定した地域により、日本ジオパークネットワーク(Japanese
Geoparks Network: JGN)が2009(平成21)年5月に設立された。これは日本ジオパーク連絡協議会
から移行した組織である。 2010(平成20)年8月になると、 JGNは20地域から構成される、 NPO法人
日本ジオパークネットワーク(JapaneseGeoparks Network: JGN)へと組織変更し、糸魚川市長がそ
の会長に就任した(45)。設立時、その事務局は糸魚川市におかれたが、現在は東京都千代田区内のビル
(41) 両前、 6頁。
(42) なお、糸魚川市のジオパークという名称は当時においてi世界に先駆けた使用であった。ただし、今日のジオサイト
に当たる場所をジオパークと呼んでいた。
(43) 竹之内耕「糸魚川ジオパークと地域振興Jr地学雑誌』第 120巻第5号、 2011年10月、 822頁。
(4) JGCには、園内におけるグオパーク認証機関と世界ジオパークに対する推薦機関としての役割がある。
(45) NPO法人日本ジオパークネットワーク (JGN)の構成地域は、2015(平成 26)年9月の時点で 39地域になっている。
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にあり、糸魚川市東京事務所を併設しながら活動をしている。なお、 JGCの認定を受けた地域はJGN
に加入することになる O
海外に視点を転じると、閏際連合教育科学文化機関(UNESCO)の支援によって2004(平成16)
年2月に世界ジオパークネットワーク (GGN)が設立されている。これ以降、ジオパークと正式に呼
称するには、日本ジオパーク委員会(JGC)と世界ジオパークネットワーク (GGN)の認定が必要と
なった。そこで、糸魚川市はJGCへ世界ジオパークへの申請をした結果、同年10月に糸魚川ジオパー
クは世界ジオパークへの申請地域と認められた。同年12月に世界ジオパークネットワークに申請し、
翌2009(平成21)年7月には糸魚川ジオパークの現地調査が実施された。これを踏まえて開催された
ジオパーク国際シンポジウムにて糸魚川ジオパークは、 2009(平成21)年8月に洞爺湖有珠山・島原
半島とともにわが国で第1番目の世界ジオパークに認定されたのである。そして、 2013(平成25)年
9月には、 4年ごとに実施される再認定審査に糸魚川ジオパークは合格し、現在に至っている(46)。
2.糸魚川ジオパーク協議会と糸魚川ジオパーク市民の会
糸魚川ジオパークが世界ジオパ」クに認定されることを目指して、糸魚川ジオパーク協議会が糸魚
川市を事務局として2008(平成20)年10月に設立されている。その目的は、 「糸魚川ジオパークを世
界ジオパークネットワークのガイドラインに沿った質の高いものとし、社会的・経済的・文化的に持
続可能な発展を目指すとともに、市民の郷土愛の醸成を図る ζ と」とされていた(4η。これを実現する
ため、糸魚川ジオパーク協議会は、①糸魚川ジオパーク関係団体との情報交換および連絡調整に関す
る事業、②糸魚川ジオパークの調査研究に関する事業、③その他、協議会の目的を達成するために必
要な事業、これら 3点に取り組むことを開始した。
さらに、そうした事業を効果的、効率的に実施するため、個別の課題に対応する各種のチームが糸
魚川ジオパーク協議会には設置されている。例えば、 2015(平成27)年度の取り組み内容をみると、
企画調整、環境保全、教育・学術、ツーリズムといった4つの分野が設けられている。そして、各分
野は専門チームをおいて、緊急性の高い課題にそれぞれ対処している。
順に挙げると、第1に企画調整では、糸魚川市役所の各部署から構成される戦略プロジェクトチー
ムが大局的な取り組みを行なっている。第2に環境保全では、環境省と糸魚川市から構成される環
境保全チームが持続可能性の問題に対峠している。第3に教育・学術では、学術研究チームが研究費
を給付しながら学術・研究を奨励している。糸魚川市商工会議所と糸魚川市によって構成されるジオ
パーク検定委員会はジオパーク検定を実施し、糸魚川ジオパ}クの普及啓蒙に努めている。糸魚川市
教育委員会から構成される学習資料委員会は市内の学校におけるジオ学への取り組みを支援してい
る。糸魚川市交流観光課と糸魚川市教育委員会によって構成される香港小学生受入チームは姉妹ジオ
(46) ジオパーク認定までの流れについては、社団法人全園地質調査業協会連合会・特定非営利活動法人地質情報整備・
活用機構編『ジ‘オパーク・マネジメント入門』オーム社、 2010年、第3章を参照されたい。
(47) 糸魚川市産業部交流観光課ジオパーク推進室『糸魚川世界ジオパークの取り組みについて.12015年、 1真。
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パークから来日する小学生の受入れにも取り組んでいる(48)。第4にツーリズムでは、糸魚川市、糸魚
川市観光協会、市内の宿泊施設から構成されるツーリズム推進協議会が着地型観光の提案や修学旅行
の誘致に携わっている。地元の旅行会社である三愛旅行社による着地観光の会はジオサイトのlつで
あるマイコミ平へのツアーを催行している。そして、糸魚川市観光協会、糸魚川市、糸魚川市商工会
議所で構成される案内システム検討委員会は案内アプリの改良や新機能の追加を検討している(倒。
一方、糸魚川ジオパーク推進市民の会が2008(平成20)年7月に設立され、後に糸魚川ジオパーク
協議会と連携・協力しながら地域住民の視点からジオパークの運営に参画している。その設立趣旨を
みると、 「糸魚川市が推進する、 「世界ジオパーク」認定を実現するために、市内にある全国に誇れ
る地質遺産、歴史・文化及ぴ自然について学習、ジオパークの情報等を内外に発信し、ジオパークの
連営に積根的に協力すると共に、糸魚川市に対する誇りと親しみを醸造することJを目的に掲げてい
た{問。そのために、会員学習会、会員交流会、観光ガイド養成を行ない、ジオパークに関する理解の
深化、会員同士の交流、関係団体との協力による観光ガイド養成講座の開催を事業化していた。ここ
で会員とは、糸魚川市のジオパークと地質遺産、歴史・文化や自然遺産に関心のある団体や個人を指
している。なお、糸魚川ジオパーク推進市民の会の事務局は、糸魚川市企画財政課ジオパーク推進室
内におかれていた。
2009 (平成21)年8月に、糸魚川ジオパークが世界ジオパ}クの認定を受けると、糸魚川ジオパー
ク推進市民の会は、当初に掲げた目的を達成したことから、名称と目的を次のように変更した。
図表3 糸魚川ジオパーク協議会の構成団体
団体名 団体名
国土交通省北陸地方整備局高田河川国道事務所|上越漁業協同組合
国土交通省北陸地方整備局松本砂防事務所 |青海町漁業協同組合
環境省中部地方環境事務所長野自然環境事務所|ぬながわ森林組合
気象庁新潟地方気象台 |西日本旅客鉄道株式会社金沢支社北陸広域鉄道部
林野庁関東森林管理局上越森林管理署 |えちごトキめき鉄道株式会社
新潟県糸魚川地域振興局 |東日本高速道路株式会社新潟支社上越管理事務所
NPO法人ジオプロジ、エクト新潟 |糸魚川パス株式会社
国立大学法人上越教育大学 |糸魚川ハイヤー協会
国立大学法人新潟大学理学部 I :糸魚川地区温泉協議会
(48) 糸魚川ジオパークは、地質資源に関する学術交流・情報共有、教育活動・普及啓発、広報や宣伝活動を目的に、2009(平
成21)年 11月に世界ジオパークの 1つである香港ジオパークと姉妹提携をしている。 2011(平成23)年から、夏
考書休暇を活用して糸魚川市の中学生が香港ジオパークに派遣されている。
(49) 前掲『平成27年度総会資料j20頁。
(50) ジオパーク推進市民の会発起人「糸魚川ジオパーク捻進市民の会入会について(お願い)J添付資料1糸魚川ジオパー
ク捻進市民の会」設立趣旨」、 2008年。
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糸魚川商工会議所 |糸魚川市旅行業協会
能生商工会 |糸魚川国際人材サポート協会
青海町商工会 |糸魚川市山岳連盟
糸魚川市観光協会 フォッサマグナミュージアム友の会
一般社団法人糸魚川青年会議所 | 魚川ジオパーク観光ガイドの会
糸魚川地域連合区長会 |まちづくりサボーターズ
能生地域区長連絡協議会 | 魚川市議会
青海地域支館連絡協議会 | 魚川市
ひすい農業協同組合 | 
(出所)糸魚川ジオパーク協議会『平成27年度総会資料J2015年4月、 19頁。
まず、名称は糸魚川ジオパーク市民の会とされ、旧名称から「推進」の文字が外された。次に、そ
の目的は「糸魚川ジオパークの世界に誇れる地質遺産、歴史・文化及ぴ自然について、市民への学習
支援及び市内外へのd情報発信を行うほか、糸魚川ジオパーク協議会等が実施する各種事業に積極的に
参加するなど、誇りと愛着を持ち、世界ジオパークとして末永く認定されることに寄与することJと
された則。その際、会員学習会、会員交流会、観光ガイド養成という当初にあった事業のうち、観光
ガイド養成が会則から削除されている(5210
糸魚川ジオパーク市民の会は、 2011(平成23)年度、 2012(平成24)年度と活動を続けたが、会の
目的を達成したことなどから、 2013(平成25)年度をもって解散された。すなわち、世界ジオパーク
に認定されてから4年にl回行なわれる、世界ジオパークの質の確保を目的とした現地調査に糸魚川
ジオパーク市民の会が一定の役割を果たしたこと、その一方で、新たな役員体制の構築に困難が生じ
たこと、さらに財政状況などを勘案して、糸魚川ジオパーク(推進)市民の会は5年聞の活動を終え
たのである(53)。
したがって、地域社会として糸魚川ジオパークの活動に取り組む組織は、現在では糸魚川ジオパー
ク協議会だけになっている。糸魚川ジオパーク協議会は2015(平成27)年4月の時点で国や地方公共
団体、商工会議所や商工会、農業組合、漁業組合や森林組合、鉄道会社やパス会社、市民団体や大学
(51) 糸魚川ジオパーク市民の会『平成2年度 糸魚川ジオパーク推進市民の会総会(資料H2010年、 5頁。
(52) 現在、糸魚川ジオパークの観光ガイドになるためには、第 1に現地と座学で実施されるジオパーク観光ガイド養成
講座に年間4回以上参加すること、第2に糸魚川ジオパーク検定の初級に合格すること、第3に年 1図 (1月)行
なわれる実技検定を受験し、合格すること、以上3つが求められている。 2010年度から始まったこの制度のもとで、
2015 (平成27)年8月の時点で糸魚川ジオパーク観光ガイドは38名認定され、その大部分を糸魚川市の地域住民が
占めている。なお、 2011(平成田)年1月には、糸魚川ジオパーク観光ガイドの会が設立された。 2013(平成25)
年4月になると、糸魚川ジオパーク観光ガイドの会事務局は糸魚川ジオパーク市民の会から独立し、現在に至っている。
同会の目的は、「糸魚川市への来訪客等に対し、大地に育まれた自然、歴史、文化、風土等の説明を行い、糸魚川市
及び糸魚川ジオパークへの理解を深めていただくことにより、交流入口の拡大を図り、糸魚川市の観光振興及ぴ地域
活性化に寄与すること」とされている (r糸魚川ジオパーク観光ガイドの会会則」第2条)。
(53) 糸魚川ジオパーク市民の会「議事 (2)糸魚川ジオパーク市民の会解散についてJW平成25年度 糸魚川ジオパー
ク市民の会総会(資料H2013年。
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などの35団体から構成されている(図表3)。そのうち地域住民として参画している組織は、糸魚川
国際人材サポート協会、糸魚川山岳連盟、フォッサマグナミユ}ジアム友の会、糸魚川ジオパーク観
光ガイドの会、まちづくりサボーターズなどである。糸魚川ジオパーク市民の会と糸魚川ジオパー
ク協議会は、類似した目的に異なる立場から活動していたゆえに、糸魚川ジオパーク市民の会の活動
は、糸魚川ジオパーク協議会のそれへと継承されたともいえよう。
IV.北陸新幹線の延伸と糸魚川ジオパーク
1 .結節機能点としての糸魚川と交流入口の増大
北陸新幹線の糸魚川駅は、 2015(平成27)年3月14日に開業した。これによって、東京駅・糸魚川
駅聞は北陸新幹線を使えば、乗り換えせずに約2時間20分で移動できるようになった。北陸新幹線の
誕生は、 1970(昭和45)年5月に成立した、全国新幹線鉄道整備法にまで遡れる。同法の目的は、高
速輸送体系の形成が国土の総合的・普遍的な開発に果たす役割が大きいことから、全国的な新幹線鉄
道網の整備でもって、国民経済の発展と国民生活領域の拡大・地域振興に資すること、とされてい
る。同法によって、新幹線の建設に関する基本計画、整備計画、工事実施計画の手続きが制度化さ
れた。すなわち、①基本計画と整備計画は、旧運輸大臣(現国土交通大臣)の諮問を受けた鉄道建設
審議会(54)の審議と答申を経たうえで、旧運輸大臣による決定を要件とすること、②工事実施計画は、
旧運輸大臣の指示を受けた日本鉄道建設公団(55)によって策定され、旧運輸大臣による認可を必要とす
ること、となった。北陸新幹線の基本計画は1972(昭和47)年6月に、路線の整備計画は1973(昭和
48)年1月にそれぞれ決定された。
だが、第1次石油危機聞の発生によって、政府は総需要抑制政策を採用するに至った。このため北
陸新幹線の基本計画が決定した後、それには予算がつかない状態がしばらく続いた問。なお、北陸新
幹線の建設にみられるように、整備計画が決定されたにもかかわらず、長期間にわたって工事実施に
向けた建設手続きが保留となった新幹線路線は、整備新幹線と呼ばれている問。北陸新幹線の工事実
施が中断されている一方で、 1978(昭和53)年3月の経済対策関係閣僚会議の決定を受け、同年10月
(54) 鉄道建設審議会は後に廃止され、新幹線鉄道審議会となった。
(55) 日本鉄道建設公団は、現在の鉄道建設・運輸施設整備支援機構である。
(56) 1973 (昭和 48)年 10月に勃発した第4次中東戦争を契機に、アラブ石油輸出国機構 (OAPEC)が原油の生産制
限などを実施した。さらに石油輸出国機構 (OPEC) も原油価格の引き上げを行なった。このため、エネルギー源の
多くを中東諸国から輸入する石油に依存していたわが国の産業界は、ぞれまでの安価な石油価格を前提にした経済成
長を維持できなくなり、不況に陥った。
(57) その聞に省エネルギ}技術の進歩や石油代替エネルギーの導入、産業構造の転換などによって園内の景気が回復し
てきたこと、政府・自民党の強硬な建設着工論もあって、北陸新幹線の工事実施計画は 1989(平成元)年8月に再
開されている。その際、北陸新幹線と並行する在来線は廃止することが建設条件の 1つに盛り込まれていた。整備新
幹線と政府・自民党との関係については、 i畢喜司郎『整備新幹線一政治新幹線を発車させた男たち-j近代文護社、
1994年を参照されたい。
(58) この間の 1987(昭和 63)年4月に国鉄は分割・民営化され、 JR各社に移行した。
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に「整備五新幹線の具体的実施計画について」が新幹線整備関係閣僚会議で了承されている。そのた
め、翌1979(昭和54)年1月には整備新幹線の環境影響評価が実施されることになった。すなわち、
その具体的な要領と手順を定めた「整備五新幹線の環境影響評価の実施について」が運輸大臣より通
達され、日本鉄道建設公団がそれを実施することになったのである。したがって、北陸新幹線も沿線
の環境影響評価が実施されるに至った(59)。
ここで特記すべき点として、環境影響の評価をするためには、北陸新幹線の路線が確定している必
要があるということである。つまり、この時点で、北陸新幹線の路線および駅の設置が確定したので
ある。さらに、注目すべき点として、 1981(昭和56)年6月に、政府などで整備新幹線の具体的実施
計画に基づいて建設費の検討がなされた結果、全国新幹線鉄道法の一部が改正され、建設費の地元負
担が認められたことも指摘できる側。
なお、当時、糸魚川市の北陸新幹線停車駅設置促進特別委員会委員長であった、市議会議員の久保
野芳雄氏は、 1982(昭和57)年3月30日に新潟市内で開催された、日本鉄道建設公団本社の浜理事に
よる北陸新幹線の駅、ルート概要決定の公表報告について市議会で次のように報告している。すなわ
ち、 「今回の発表は環境アセスのためのルート発表であり、これがすぐ着工に連動するものでないこ
とが強調されたということでございます。したがって、地方負担の問題については、その席では何ら
話題にのぼらない。図面では糸魚川市、青梅町間は点線になっているが、今後、土地調査をし、その
つめをはかつてまいりたいとのことであります。脇野田、糸魚川に駅を設置する原則になっているの
で、当市の協力をいただきたい。以上の説明を受け若干の質疑をかわした中で今後実施される環境評
価とは騒音振動、テレビ障害など、いわゆる生活環境のアセスが中心となること。その完了について
は秋ごろが予定されていることを確認いたし、地方負担については、あげて県単位で考えるべきだと
の理事者の見解を了としながら、 3月30日付け鉄建公団本社の公式発表は、当委員会(北陸新幹線停
車駅設置促進特別委員会…引用者)の使命と目的に照らし画期的な成果として受け止め、全会一致本
報告を了承した」と述べている刷。
次に、新潟県内の路線に糸魚川駅が設置される根拠をみてみよう。日本鉄道建設公団によると、北
陸本線(現在のえちごトキめき鉄道)と大糸線との接続が可能なこと、また国道8号線や国道148号
線との接続もできること、すなわち糸魚川の既存交通ネットワークとの結節機能が指摘されている。
さらに、糸魚川周辺にある豊かな観光資源の質と量も糸魚川駅を設置する理由として挙げられてい
る。例えば、中部山岳国立公園、上信越高原国立公園、親不知・子不知県立自然公園、白馬山麓県立
自然公園といった風光明婦な観光地が列挙されている。そのほか、大糸線沿線にある湯量豊富な損泉
地、雪質のよいスキー場、日本海岸にある海水浴場が糸魚川駅の利用客として期待される点も指摘し
ている。なお、沿線に位置する自然公園、動植物、景観、騒音、揖動、地盤沈下、水資源に与える影
(59) r北陸新幹線環境影響評価報告書案(新潟県H日本鉄道建設公団、 1982年12月、 3頁。および日E陸新幹線環境
影響評価報告啓(新潟県H日本鉄道建設公団、 1985年12月、 3頁。
(60) 前掲 r~~陸新幹線環境影響評価報告書案(新潟県).1 4 頁。および前掲日ヒ陸新幹線環境影響評価報告書(新潟県)h 頁。
(61) 糸魚川市議会『昭和57年 第3回糸魚川市議会定例会会議録第1号.11982年6月14目、 29頁。
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響はないとして、日本鉄道建設公団は、北陸新幹線の路線と駅の設置計画を支持している問。
一方、観光者や商用者という交流人口からの収入に依存する北陸新幹線の運営で懸念をいだく点
は、採算性である。それは2つの視点から考えられる問。 l点目として、運営上の採算性が挙げられ
る。これは、営業収入(運賃収入)から営業経費(運行に必要な経費)を差し引いた金額を尺度とす
るものである。 2点目として、会計上の採算性、つまり営業収入から営業経費、建設投資に対する減
価償却費や借入金の利息を差し引いたものが挙げられる。したがって、運営上の採算性が黒字でも、
会計上の採算性が赤字になることも起こりうる。ただし、注意すべき点として、採算性の議論には、
鉄道事業者(1日国鉄/]R)以外の主体にもたらされる便益増/便益減の総計が考慮されていないこと
が挙げられる。だが、この問題点は費用便益分析を使用することで解決できる幽。
運営上と会計上の採算性をできるだけ黒字イじするため、北陸新幹線の整備においては、上・下分離
方式が採用されている。具体的に現在の整備新幹線の整備方式をみると、図表4のような仕組みに
なっている。そこから北陸新幹線の運行・施設を維持管理している]R東日本と]R西日本が、開業後に
おける受益の範囲内でリース料を、施設を建設・保有する鉄道建設・運輸施設整備支援機構に支払う
ことがわかる。この背後には、北陸新幹線の運営から]R東日本と]R西日本に黒字を担保させて、公共
図表4 整備新幹線の盤備方式(上下分離)
l]R:新幹線の運行施設の維持管理 | 
↑↓ 
|施設の貸付 J[貸付料の支払い(受益の範囲)I 
↑↓ 
I鉄道建設運輸施設整備支援機構:施設の建設保有
1 
公共事業方式:貸付料を除き、国が2/3[公共事業関係費(補助金)・
既設新幹線の譲渡収入の一部(特定財源)・借入金など〕、地方公共団体が
1/3 (負担金)の建設費を負担
(出所)国土交通省HP(http://www.mlit.go.jp/common/000224505pdf. 2015年8月25日取得)。
(62) 前掲 r~t陸新幹線環境影響評価報告書案(新潟県H 10頁、72頁。およぴ前掲『北陸新幹線環境影響評価報告書(新
潟県HlO頁、 72頁。
(63) 中川大・波床正敏『整備新幹線評価論ー先入観にとらわれず科学的に評価しよう一』ピーテック出版部、 2000年、
1-4頁。
(64) 向上、 8・9頁。ただし、費用便益分析には、費用と便益の正確な金銭化、金利の変動などのリスクの取り扱い、手Ij
子率の取り扱いといった点において若干の問題点や技術的限界がある。
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事業で標準とされる開業30年後に北陸新幹線の収支採算性闘を確保しようという意図がうかがえる16)。
さて、運輸大臣の通達を受けて日本鉄道建設公団が1979(昭和54)年1月から実施した「整備五新
幹線の環境影響評価の実施について」をまとめた冊子、すなわち r~t陸新幹線環境影響評価報告書J
が1982(昭和52)年12月に発表されてから30年以上も経過した。現在、糸魚川駅のある糸魚川市の人
口は、北陸新幹線の停車する駅がある地方公共団体のなかで、飯山駅のある飯山市(約2万3千人)
に次いで少ない約4万6千人である問。これは糸魚川駅の設置を決定した当時と同じく、糸魚川市お
よびその近郊の地域住民よりも、首都圏や北陸の大都市を起点とする観光者を中心とする交流人口増
大への期待が北陸新幹線に込められていることによるともいえる168)。糸魚川市と飯山市は、広域的に
みると、どちらも観光資源に恵まれているからである。
観光者は、しかしながら、両市を訪れるとは限らない。観光地の選択は観光者の欲求を反映するか
らである。欲求は社会的・文化的な影響を受けて社会化されたものである。つまり、観光者が受容し
た社会的・文化的影響の質と量によって欲求は生成・発展するため、数多ある観光地の中から観光者
がどの地を選択するかの意思決定過程は変容しやすい(的。だが、北陳新幹線の駅を設置した沿線の地
方公共団体は、建設費の1/3を負担している。したがって、糸魚川駅と飯山駅、上越妙高駅といっ
た3ヵ所の新駅を設置した新潟県は、負担した建設費をできるだけ早くに回収することを期待してい
る。そのためには、地元に関する正確な情報を多くもっ、北陸新幹線沿線の地方公共団体が中心に
なって新駅を活用した交流入口の増大策を行なう必要がある。
2.糸魚川ジオパークの観光地評価とSMED
糸魚川市では、交流入口の増大に向けてジオツーリズムの普及に力を入れている。例えば、糸魚川
ジオパーク観光ガイドの養成、着地型のジオツア}を催行する地元の三愛旅行社との協力、ジオを
テーマとしたフォッサマグナミュージアムやフォッサマグナパークの設立、糸魚川世界ジ、オパーク観
光マップの作成・配布、ジオサイト井の開発・販売、ジオパーク・ロゴやブランドを通じた地元製品
の販売が挙げられる。そのほか、ホテルジオパークのようにジオパーク・ブランドを冠した温泉・宿
泊施設の認定、ジオに関するイベントの実施なども考えられている。
ジオツーリズムの中で重要な役割を果たすものが観光産業である。特に、観光産業における人材開
発では、消費者の晴好や観光行動の多様化、情報技術 (ICT)の進展、観光地聞の競争激化に臨機応
(65) 収支採算性とは、開業後30年間の需要を基礎に、営業収入、運輸営業費、減価償却費、税金などを勘案して、新
幹線開業により影響を受ける線区を含めた新幹線未開業時に対する新幹線開業時の収支改善効呆(受益)について、
開業30年間の平均収支改善効果を算出したものである。
(6) http://www.mlit.goゐItetudo!tetudojr1_000041.html. (2015年8月25日取得)。なお、 2009(平成21)年 12
月に整備新幹線問題検討会議で決定された、整備新幹線の整備に関する基本方針によると、①安定的な財源見通しの
確保、②収支採算性、③投資効果、④営業主体である JRの同意、⑤並行在来線のJRからの経営分離についての沿
線自治体の同意、以上5つの基本的な条件をすべて満たした場合に限り、北陸新幹線は着工できることになっている。
(6η 公益財団法人国土地理協会『平成26年版住民基本台帳人口要覧Ij2014年、 21頁。
(68) 1982年の糸魚川市の人口は、約3万6千人で、あった。
(69) 前掲『現代の観光事業論.i41・43頁。
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変な対応ができる人材の育成が求められている。幸いなことに、民間部門によっておおむね担われて
いる圏内の観光産業は、観光需要の急激な変化に迅速な対応ができる。大局的・長期的な指針を出す
政府や地方公共団体よりも、むしろ実際に消費者と接する観光産業のほうが迅速な意思決定をくだ
せ、柔軟性に富んでいるからである。したがって、政府や地方公共団体はジオツーリズムの支援や民
間投資を促進するために、その相談の場を提供することが主な役割となる(70)。換言すれば、国や新潟
県、糸魚川市の役割は、地元の観光産業を中心に取り組まれている糸魚川ジオパークの諸活動を支援
することにある。
では、糸魚川ジオパークが、観光の目的地として多くの観光者に選ばれるためには、どのような点
に留意するとよいのであろうか。いつくかの旅行サイトは、毎年、人気の観光地を発表している。例
えば、クラブツーリズムは「あなたの行きたい観光地グランプリ2015Jで、国内上位観光地10ヶ所と
して、宮古・八重島(沖縄県)、屋久島(鹿児島県)、出雲大社(島根県)、知床(北海道)、姫
路城(兵庫県)、竹田城跡(兵庫県)、画館(北海道)、四万十川(高知県)、安芸の宮島・厳島神
社(広島県)、伊勢の神宮(三重県)を挙げている(71)。じゃらんnetでは「観光スポットランキング
TOPlOJとして、東京ディズニーランド(千葉県)、東京ディズニーシー(千葉県)、沖縄美ら海水
族館(沖縄県)、厳島神社(広島県)、アドベンチャーワールド(和歌山県)、函館山(北海道)、
旭川市旭川動物園(北海道)、伏見稲荷大社(京都府)、おかげ横丁(三重県)、鴨川シーワール
ド(千葉県)を上位10ヶ所に掲げている問。トリップアドパイザーは「外国人に人気の日本の観光ス
ポット」として、伏見稲荷大社(京都府)、広島平和記念資料館(広島県)、厳島神社(広島県)、
東大寺(奈良県)、禅林寺・永観堂(京都府)、地獄谷野猿公苑(長野県)、高野山・奥ノ院(和歌
山県)、サムライ剣舞シアター(京都府)、沖縄美ら海水族館(沖縄県)、箱根彫刻の森美術館(神
奈川県)を発表しているOslo厳島神社はいずれのトップ10にも入っているが、それ以外の観光地はほ
とんどがlつのトッフ，010に入っているだけである。そうした人気の観光地は観光者が行きたいという
点では共通している一方で、実際の観光地選択に際しての客観的な基準を明記していないでデータ集
計をしている点が誤差の要因であろう。
そうした問題点を解決するに際して、カナダのモントリオールに国連世界観光機関 (UNWTO)の
支援を受けて2006年に設立された、 NPO法人・世界観光地拠点研究所 (TheWorld Centre of Excel-
lence for Destinations: CED)が開発したシステムが参考になる。 CEDは、米園地理学協会、ジョー
ジワシントン大学、ケベック大学モントリオール枝、ツーリズム・モントリオール、アトモスフェ
ア(74)、そして太平洋アジア観光協会 (PATA) とパートナーシップ協定を結んだ組織である。 CEDは
(70) Farsani， N.T.， eta/.， op.cit.， p.164. 
(71) http://www.club-t.comlcampaignJarchive/01-gp2015/ (2015年9月25日取得) • 
(72) http://www伊lan.netJkanoul(2015年9月25日取得). 
(73) http://tg.tripadvisor.jp/news/ranking/inboundattractio~20 151 (2015年9月25日取得). 
(74) アトモスフェア (Atmosfair)は、ドイツ・ボンに本部をおく、旅行に関連した CO2排出量の削減を通じて環境を
保護する団体であり、 2005年に設立された。
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世界中の観光地を卓越したものへと導くことを目的にしている。そのために、競争力に磨きをかける
こと、観光地に関連した主な課題について戦略的な情報を届けること、持続可能な開発に向けた目標
の達成を促進すること、観光者に提供される経験の質を改善すること、および観光地の地理的な特徹
を強化すること(環境、文化、美意識、遺産、地域住民の福利を含む)にCEDは留意している。
2007年になると、 CEDは卓越した観光地を測定するシステム (TheSystem of Measures for Excel-
lence in Destinations: SMED)を開発した。 SMEDは持続可能なツーリズムに関する短期的・長期的
な目標に焦点をあわせたものである。 SMEDは、①文化的な含蓄性 (CulturalRichness)、②景観の
地形的な健全性 (PhysicalIntegrity of Landscapes)、③生物の多様性 (BiologicalDiversity)、④
環境上の純粋性と資源利用の効率性 (EnvironmentaIPurity and Resource Prosperity)、⑤地元の
生活の質と社会の繁栄性 (LocalQuaIity of Life and SociaI Prosperity)、⑥地元の管理と関与 (LocaI
Control and Involvement)、⑦雇用の質 (EmploymentQuality)、⑧来訪者の充実感 (VisitorFul幽
fillment)、⑨市場での適切なポジショニング (AppropriaieMarket Positioning)、⑭経済的に存続
可能な観光地と観先産業 (EconomicallyViable Tourism Destinations and Enterprises)、⑪統治の
質 (Qualityof Governance)、⑫結果の評価 CEvaluationof Outcomes) という12の原則から構成さ
れている。
それらの項目は、米園地理学協会のジオツーリズムに関する原則に加えて、国連世界観光機構
(UNWTO)、国際連合教育科学文化機関 (UNESCO)、国連環境計画 (UNEP) といった主な国
際機関の自発的な持続可能な開発指標を参考にして作成されている問。 SMEDのメンバーは、依頼の
あった観光地を訪問し、その評価を有料で実施する。すなわち、戦略的な介入と絶え間ない改善を通
じて、観光地へ具体的で実効可能な提案をする。その際、地元の地方公共団体や観光協会の代表など
と共同して作業をしていく点に特徴がある。だが、そうしたSMEDが多様な観光者の欲求を本当に充
足するのかについては実証結果を待つしかない。
それにもかかわらず、観光地を評価する際の客観的な指標の 1っとしてSMEDを捉えれば、世界共
通の尺度で糸魚川ジオパークを評価できる。そこで、糸魚川ジオパークがSMEDの評価を受けるこ
とは、糸魚川ジオパーク戦略プロジェクトの一環として有効と考えられる。その結果が優れたもの
であれば、客観的な視点、から評価された、卓越した観光地としてのブランドを獲得できるからであ
る(76)。もちろん、糸魚川ジオパークが世界ジオパークネットワーク (GGM)の認定を既に得ている
ことも、その質が保証されている点でブランドといえるO そのうえで、 SMEDから高評価を受けるこ
とは、 UNWTOという世界的な観光団体のブランドカをも活用できる。なぜなら、 UNWTOは観光の
振興と発展を目的とする国連の専門機関であるゆえに、その情報の発信力・信用力においてGGNとの
相乗効果が期待できるからである。したがって、一般的なツーリズムを志向する観光者の行き先とし
(75) http://www.ipca.pt/cit/docs/palestras/Cesar_Castaneda_2.pdf (2015年9月25日取得). 
(76) SMEDで高評価を得た観光地には、ギリシアのクレタ島とサモス島、サウジアラピアのジッダ、中国の成都市、ポ
ルトガルのドウロ渓谷、ホンジ、ユラスのテラなどがある。
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て、糸魚川ジオパークが選ばれる可能性を高めるであろう。一方、たとえSMEDから高評価が得られ
ない場合でも、交流人口の増大に向けた糸魚川ジオパーク戦略プロジ、エクトの改善点が明確となる点
で意義をもっ。
V.おわりに
地域開発においては、経済開発すなわち量的指標としての経済的視角からだけではなく、社会開発
すなわち質的指標としての杜会的視角からも認識していくことが重要となる。なぜなら、経済開発
と社会開発(7 )とは相互補完の関係にあるからである。わが国では、戦後の高度経済成長期において経
済に偏重した開発がもたらした地域経済格差の是正に社会開発の視点が取り入れられてきた。同一形
式・全国一律によるマクロ的な経済開発は、個別地域の独自な内容と必ずしも整合性をもたなかった
からである。そのためミクロ的な社会開発を入口として、地域の実態に見合った経済開発を実現する
必要性が生じてきた。現在、政府・自民党が展開している地方創生政策(78)はそうした事例に相当する
といえよう。その際、続済開発と社会開発とを媒介かつ統括するものは地域の文化であり、その主体
は人間、すなわちその地域で生活している地域住民である。なぜ、なら、地域住民の保持する地域文化
は社会開発や経済開発の原動力となるからである179)。
地域開発では地域住民が地域文化の主体となり、自らが暮らす地域に固有な自然、社会、文化を開
発していくことが不可欠といえる。これは内発的発展と呼ばれるものである。すなわち、第1に、外
来型開発でなく、地元の技術・産業・文化を基礎に、地域住民が学習・計画・運営すること、第2に
地域住民の人権確立を総合的な目的とすること、第3に多様な産業部門を産業開発の対象とし、あら
ゆる段階で付加価値が地元に帰属するような地域産業連闘を推進すること、これらが内発的発展の主
体、目的、方法である180)。そのため、内発的発展はあらゆる地域にあてはまる一般性をもっ概念では
なく、むしろ特定地域で成功した特殊性をもっ概念といえる(81)。特に、地域文化を開発することは、
自然環境の持続可能性、社会的連帯感の育成、伝統文化の継承といった各領域にて、一部の専門家か
ら素人を交えた地域住民へと開発の主体が変容していくことでもある。そうして獲得した地域に関す
(7η 社会開発の中心的な概念を構成する要素として、①経済的・量的な成長とは異なる基準で社会の発展を認識しよう
とする視点、②社会構成員や取り巻く社会環境への働きかけを重視する視点、③個人の潜在能力(ケイパピリティ)
を発揮させることを目指す視点、④当事者の主体性を重視し、変容の結果だけでなくその過程を重視する視点、⑤外
部者による意図的な働きかけを重視する視点、以上5つが指摘されている(佐藤寛・アジア経済研究所開発スクール
編『テキスト社会開発』日本評論社、 2007年、 7・8頁)。
(78) 2014 (平成26)年12月施行の「まち・ひと・しごと創生法」。ただし、地方創生の具体策は地方公共団体に一任
されている。
(79) 前掲『現代の観光事業論j163・166頁。
(80) 宮本憲一『新版環境経済学j:岩波書応、2007年、318・320頁。内発的発展の可能性は、地域の経済的資源、人的資源、
制度的資源、文化的資源の質によってある程度まで規定きれてくる点に留意したい。つまり、地域経済の成長はそれ
らの構造的・質的な変容に左右されていくのである (Vzquez-Barquero，A.， Endogenous Development: networking， 
innouation， institutionsα托dcities， Oxon: Routledge， 2002， p.22)。
(81) 中村剛治郎『地域政治経済学J有斐閣、 2004年、 22頁から示唆を受けた。
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る情報を内外に発信する段階になると、情報発信能力の習得という点で地域住民の人間開発だけでな
く、地方公共団体の情報管理能力の発展にもなる(82)。
ここまで到達すれば、デステイネーション・マーケティング・オーガナイゼーション CDestina-
tion Marketing Organisation: DMO)やデステイネーション・マネジメント・オーガナイゼーショ
ン (DestinationManagement Organisation: DMO)が有効となってくる(以下、両者をまとめて
DMMO (Destination Marketing and Management Organisation)と表記する) 0 DMMOは観光地の
管理と市場化を目的にしている組織であり、第2次世界大戦後から増え始め、現在、世界には1万を
超えるDMMOがある問。 DMMOは観光を通じた地域開発における 1つの手法ともいえる。 DMMOの
構成員は、観光地の利害関係者、すなわち観光者、観光産業や観光関連団体(宿泊産業、交通産業、
メディアなど)、地域社会、自然環境、統治機構(政府や地方公共団体)から構成されている(図表
5)。なお、それらは糸魚川ジオパーク協議会の構成団体に相当する。ゆえに、糸魚川ジオパーク協
議会はDMMOとしての実態と機能を既に備えている点に留意したい。つまり、 DMMOの考え方が糸
魚川ジオパーク協議会には適用できる。
図表5 DMMO (Destination Management and Marketing Organisation)の枠組み
観光地のマネジメント
-人的資源(人材)開発
.財務・予算管理
・安全・警備・危機管理
・政策(政府、NGO、地域
社会と企業との連関)
・サービスの質、基準、
作業管理
観光地の利害関係者
.参加と関与の戦略
共通の利益
・旅行商品の開発
-観光地の持続可能性
-観光地のプランド構築
I+--ー砂
・観光者数と観光収入の増大
.地域社会の幸福
観光地のマーケティング
.観光地の情報発信
-観光地のポジショニン
グとプランデイング
・ツーリズム資産、魅
力、持続可能性の管理
・サービスの質、観光者
の経験、顧客との関係
性管理
-旅行商品の開発と管理
(出所)Adeyinka・Ojo，S.F.， etal.， "A framework for rural tourism destination management and mar-
keting organisation"， Procedia: Social and Behavioral Sciences， Vol.144， 2014. p.144. 
ただし、糸魚川ジオパーク協議会は内発的発展の考え方を基礎にDMMOの手法を採用する必要が
ある。 DMMOでは各要素の機能が明確である一方、地域文化を地域住民が開発していく過程が希薄
(82) 西川芳昭『地域文化開発言者J九州大学出版会、 2002年、第1章。
(83) Pike、S.and Page， S.J.，“Destination marketing organizations and destination marketing; a narrative 
analysis of the literature ぺ TourismMαnα~gement，Vo1.41， 2014， p.205. 
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となっているからである。例えば、地域文化のさらなる開発をしないで、北陸新幹線を運行する]R東
日本と]R西日本がもっマーケテイング力に依拠しても短期的には糸魚川ジオパークへの観光者を増や
せるかもしれない。だが、長期的には県外資本による商業施設や宿泊施設が市内に残り、糸魚川市と
ほかの地域との差異性が薄まる結果、観光者の減少をもたらす可能性がある。首都圏との空間的同質
化によって、地域独自の生活空聞が浸食され、糸魚川ジオパークという象徴性が損なわれる可能性が
でてくるからである。
DMMOでは、観光地の利害関係者における地域住民の位置づけがほかの構成員と並列・固定化さ
れ、地域住民の主体性を発揮する機会が暖味になりやすい。換言すれば、 DMMOでは 1人ひとりの
人聞が主体となって自らのもっている能力を開発する人間開発が、社会的生産の高度化を目指して人
間のもっている様々な能力を開発する人的資源(人材)開発から相対的に独立できなくなる可能性が
ある。それゆえ、糸魚川ジオパークないし糸魚川市という地域社会に暮らす1人ひとりの地域住民が
その地で自らを主体とする人生を過ごせるためには、内発的発展の視点が看過できない(制。内発的発
展によって、地域開発の主体である糸魚川市民がもっ地域文化が継承され、かつ地域に固有な自然、
社会、文化がより高い段階へと変容していくからである。
(84) 2015 (平成27)年度の糸魚川ジオパーク戦略プロジェクトでは、地域文化を基軸にした、①情報発信・誘致拡大
プロジェクト、②受入態勢整備プロジ、エクト、⑤鉄道を利用した交流人口拡大プロジ、エクト、が実行されている(糸
魚川市『平成27年度 糸魚川ジオパーク戦略プロジェクトj2015年7月、 1頁、 15-28頁)。ぞれらは内発的発展に
資すると考えられる。
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